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うさぎと亀 
校長 池田 千穂 

 新学期が始まって１か月が過ぎようとしています。若葉台の桜や銀杏の木々の緑が本

当に美しい季節です。 

 今年度は体育館改修のため、WSC（運動会）を５月末に行います。そのため、早々に

リレー選手の選考が行われています。子ども達はみんなやる気に満ち溢れています。

「絶対、今年もリレー選手になる」という意気込みを熱く伝えてくれます。そんな子ど

も達の声を聞いていて、心理カウンセラーの中島輝さんの話を思い出しました。皆さん

ご存じの「うさぎと亀」のお話です。 

 この話は、山のふもとまで２匹で競走したうさぎが自分の力を過信し、油断したこと

で、亀に負けてしまうというお話で、「油断してはいけない」または亀の視点で「あき

らめずに頑張ろう」という教訓で語られます。「うさぎと亀」の話について調べてみる

といろいろ解釈がありました。亀がうさぎの挑発にむきになってしまったのがおかし

い。寝てるうさぎを見たら、起こしてあげるのがスポーツマンシップだ。うさぎが昼寝

をする動物だと知っていた亀は頭がいい等、様々な捉えがあるものだ、おもしろいなと

思いました。 

中島輝さんはこんなふうに書いています。 

「うさぎと亀、何が違うかというと、うさぎは亀と比較して行動していたこと。亀

は、うさぎのことは気にせずに、ただあきらめずにゴールに向かっていったという点で

す。うさぎは亀が来なければ昼寝をし、おいぬかれたとなれば走り出す。うさぎの行動

は亀との比較が基準です。一方、亀はどうでしょう。亀はうさぎのことは見ていませ

ん。見ていたのはゴールだけ。ゴールするぞと歩いていたのです。」 

リレーでも徒競走でも、競争はどうしても誰かと比べることになります。競争するこ

とにも意味はあると思います。でも、子ども達には自分の目標ももって取り組んでほし

いと思っています。そして、私たちはそれぞれの目標に向かって取り組む姿を応援し、

声をかけて支援していきます。「この前よりずっと腕の振りがよかったよ。」「バトンが

スムーズにつながっていたね。」「カーブの走り方が上手になったね。」「昨日もスタート

の練習を何度もしていたね。」これは学習でも他の活動でも同じです。自分が不利であ

っても、苦手でも、ゴールや目標をもち、最後までそこをしっかりと見据えて、目指し

て進んでいくことが大切だと思います。 

 さて、新しい環境になり子ども達は、緊張したり、頑張ったりしてきた４月だったと

思います。ゴールデンウィークには心も体もリフレッシュして、また元気に登校してほ

しいです。私たち教職員一同も、また元気に子ども達を学校に迎えたいと思います。 

 

 

 

 

学校教育目標 

『自他共に大切にする心を育みます』『意欲的な学びの芽を育みます』 

 

 

 

 

 


